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料金圏

名古屋線

尾北線(一宮線･小牧線)

特定料金区間※

普通車

780円

370円

210円

大型車

1,570円

730円

420円

(2019 年 10 月 1 日改定 )
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通行台数
（日平均）と
供用延長の
推移

通行台数　日平均

供用延長

1979 1984 1989 1994 1999
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0

（万台）

通
行
台
数

12,955（台／日）

初めての開通
10.9km

名古屋西JCTにおいて
東名阪自動車道と接続

22.3km

都心環状線が
全線開通
37.9km

名古屋高速のあゆみ

1970（昭和45）年 1989（平成元）年

1970年9月24日
名古屋高速道路
公社設立

1979年7月25日 
3号大高線
（高辻～大高）開通
＜名古屋高速道路初めての開通＞

1985年5月7日
都心環状線
（東新町～東別院）及び
３号大高線
（鶴舞南JCT～高辻）開通

1987年8月31日
都心環状線
（新洲崎JCT～名駅）
開通

1988年8月7日
通算通行台数1億台を達成

1988年12月21日
1号楠線
（萩野～楠）開通

1995年9月19日
都心環状線（丸の内～東新町）
及び１号楠線（東片端JCT～萩野）
＜都心環状線が全線開通＞

1997年10月13日
広報資料センター
（ネックス・プラザ）開設

2001年3月10日
11号小牧線
（楠JCT～小牧南）開通

1986年10月27日 
2号東山線（新洲崎～白川）及び
5号万場線（新洲崎～名古屋西JCT）開通
＜名古屋西JCTにおいて東名阪自動車道と接続＞

1988年4月26日
都心環状線（東別院～新洲崎JCT）
及び2号東山線（白川～吹上）開通
＜吹上暫定連絡路（Ｕターン路）による
都心小ループ完成＞

1991年3月19日
1号楠線（楠JCT）開通

1994年9月12日
都心環状線
（名駅～丸の内）開通 2000年12月11日

2号東山線
（吹上～四谷(西行き））
開通

供用延長：10.9km

N

供用延長：37.9km

N

供用延長：28km

N

ネットワークの
変遷推移
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2004 2009 2014 2018（年）
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供
用
延
長

344,315（台／日）

全線開通
81.2km

東山トンネルが開通し、
名二環・東名高速道路と接続

53.3km

　名古屋高速は、愛知県の経済の成長に併せ
発展し、現在では1日に約34.4万台のお客様
にご利用いただいています。名古屋都市圏の
経済活動の今日の発展において、名古屋高速
は中心的な社会基盤として貢献しています。

(参考)
【愛知県内総生産】
　　1979年：1,672百億円
　　2015年：3,738百億円
出典：愛知県内総生産　「国民経済計算（GDP統計）、内閣府」

初めての開通
（1979年）

現在
（2018年）

12,955

344,315

（台／日）

約2
7倍

名古屋高速交通量

2019（令和元）年

2001年10月19日
11号小牧線（小牧南～小牧IC）開通
＜小牧ICにおいて名神高速道路と接続＞

2003年3月29日
2号東山線
（四谷～高針JCT）開通
＜東山トンネルが開通＞

2005年2月11日
16号一宮線
（清洲JCT～一宮）開通
＜一宮ICにおいて
名神高速道路と接続＞

2010年9月4日
4号東海線
（山王JCT～六番北）開通

2013年11月23日
4号東海線（六番北～木場）開通
＜名古屋高速道路81.2km全線が開通＞

2001年6月1日
2号東山線
（吹上～四谷(東行き)）
開通

2003年3月23日
3号大高線
（大高～名古屋南JCT）開通
＜名古屋南JCTにおいて
伊勢湾岸自動車道と接続＞

2004年3月1日
１０箇所の料金所で
ＥＴＣ運用開始

2007年12月9日
6号清須線（明道町JCT～清洲JCT）開通
赤とんぼ橋
第２３回名古屋市都市景観賞
（まちなみ部門）受賞

2011年11月19日
4号東海線
（木場～東海JCT）
開通
＜東海JCTにおいて
伊勢湾岸自動車道と接続＞

2014年12月12日
通算通行台数20億台を達成

2005年3月6日
通算通行台数
10億台を達成

2006年4月3日
名古屋高速
お客様センター開設

2015年9月2日
大規模修繕実施に伴う
料金の徴収期間延伸の認可

供用延長：53.3km

N

供用延長：69.2km

N

供用延長：81.2km

N
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基本理念
いつでも「安全」「安心」「快適」な道路サービスを提供し、
地域社会を支える名古屋高速を目指します。

基本方針
都市交通施設としての役割を果たし、元気な「名古屋都市圏」づくりに
貢献します。
お客様を第一に考え、安全・安心・快適な利用環境を提供します。
効率的で透明な事業運営に努め、創意工夫と自己研鑽で常に進化を
続けます。

Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

基本理念
基本方針

行動指針

長期の経営環境

これからの経営課題

中
期
経
営
計
画
2016
-2018

1970 1979
（昭和45年）（昭和54年）

公社設立

2013
（平成25年）

2019
（平成31年・
  令和元年）

2020
（令和2年）

2021
（令和3年）

2026
（令和8年）

全線開通 名古屋市周辺
高速道路ネットワーク完成
（名二環全線開通）

第20回
アジア
競技大会

2027
（令和9年）

リニア中央
新幹線開業

初めての開通
（3号大高線
 高辻～大高）

長期（今後10年間）見通し

“名古屋高速は、
　　進化する名古屋都市圏を支えます”

中期経営計画　２０１９－２０２１

長期の経営環境

これからの経営課題

長期（今後10年間）見通し

　進む高速道路ネットワークの整備、近づくアジア競技大会開催・リニア中央新幹線開業。
　名古屋高速は、既存施設を有効に活用し機能を向上させることで、「安全」「安心」「快適」な
道路サービスを提供し、将来のスーパー・メガリージョンの形成に向けて進化する元気な
「名古屋都市圏」を支えます。

“名古屋高速は、進化する名古屋都市圏を支えます”屋高速は 進化する名古屋都市圏を支えま
中期経営計画　２０１９－２０２１

経営理念／中期経営計画（2019-2021）
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　基本理念・基本方針に加え、前中期経営計画（2016-2018）の進捗・達成事項や長期の見通しを
踏まえ、2019-2021年の計画期間中に次の施策に取り組みます。

さらに確かな名古屋高速～安全・安心の徹底～

１　更なる交通安全対策の実施
２　大規模修繕の着実な推進
３　維持管理の高度化・効率化と着実な点検・補修
４　道路法違反車両に対する取締・指導の強化
５　南海トラフ地震を始めとした自然災害への対応力向上

　交通安全対策を継続的に実施し、交通事故や逆走等の削減に努めます。また、大規模修繕の推進、
着実な点検・補修の実施等により、道路構造物を健全に保っていきます。さらに、南海トラフ地震を
始めとした自然災害への対応力強化を進め、安全・安心に対する信頼性向上を図ります。

１　工事の品質確保と安全管理
２　環境保全への取り組み
３　事業運営の信頼性向上
４　地域社会との共生
５　積極的な情報発信

社会的責任の遂行
　工事の品質確保と安全管理、環境保全、事業運営の信頼性向上（コンプライアンス徹底等）、地域
社会との共生、積極的な情報発信などに取り組みます。

１　～財務基盤強化・経営合理化～　コスト縮減・効率化と戦略的な資金調達
２　～組織基盤強化～　職員と組織の能力発揮
３　～事業推進基盤強化～　確実な事業推進

経営基盤の強化
　コスト縮減や戦略的な資金調達による財務基盤強化・経営合理化、人材育成やワークライフバラ
ンス推進などによる組織基盤強化、重要施策間の連携強化による事業推進基盤強化に取り組みます。

１　都心へのアクセスの向上
２　ネットワーク機能の発揮
３　より利用しやすい料金

さらに使いやすい名古屋高速～元気な「名古屋都市圏」づくりへの貢献～
　リニア中央新幹線開業に向けた都心へのアクセスの向上、名二環等とのネットワーク機能の発揮、より
利用しやすい料金に関する取り組みを進め、利便性向上を図ります。

さらに走りやすい名古屋高速～快適さとサービスの向上～
　恒常的な渋滞箇所における渋滞や事故・工事による渋滞への対策を進めます。また、雪氷対策を
強化し、道路交通への影響軽減に努めます。さらに、高度化・多様化するお客様ニーズに対応し、より
充実した道路交通情報の提供を始めとしたサービスの向上に取り組み、快適性向上を図ります。

１　継続的な渋滞対策の推進
２　交通事故・工事に伴う渋滞の縮減
３　雪氷対策の強化
４　道路交通情報提供の充実
５　お客様とのコミュニケーションの推進
６　自動運転への対応
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都心へのアクセス（名駅等）向上の取り組み

「名古屋駅周辺交通基盤整備方針」
【基本的な考え方（自動車ネットワークの強化）】

【交通施設の配置・整備（高速道路）】

【今後の進め方】

　リニア中央新幹線開業を見据え、名古屋市において、交通ネットワークの強化等を図る交通基盤関連プロ
ジェクトの方向性を示した「名古屋駅周辺交通基盤整備方針」が策定されています。この構想の実現を図る
ため、国・愛知県・名古屋市等で構成される「リニア・高速道路アクセス向上調整会議」に当公社も参画し、関
係機関とともに検討を行い事業化に向けて取り組んでいます。

●黄金出入口付近フルIC及び椿町線の改善による駅西側と
のアクセス強化、新洲崎JCT出入口設置による駅東方面と
のアクセス向上を図ります。
●新洲崎JCT方面からの接続方法については、名駅通への接
続を図ります。なお、名古屋駅周辺ビルへの直結について
は、リニアの大阪延伸等のタイミングやまちづくりの動向
を踏まえ、中長期的な課題として検討します。
●名古屋駅周辺の改善だけでなく、栄出入口・西渡り線の追
加を行うことにより、都心環状線の渋滞緩和を行い、名古屋
駅へのよりスムーズなアクセス向上を図ります。

●笹島線・椿町線の整備により、交通の円滑化を図ります。

　名古屋西JCTにおいて、高速5号万場線と名古屋第二環状自動車道（名古屋西JCT～飛島JCT（仮称））の
連絡路工事を進めています。

名古屋西ＪＣＴ建設工事

【参考】「名古屋駅周辺交通基盤整備方針（H30.3）」より抜粋

平成26
（2014）年度

平成27
（2015）年度

平成28
（2016）年度

平成29
（2017）年度

平成30
（2018）年度

令和元
（2019）年度

令和2
（2020）年度

令和3
（2021）年度以降

整備方針の基本的な考え方の公表 整備方針
の策定 整備計画の策定、必要な手続・関係機関協議・設計・整備

①高速道路出入口の追加・改良等によるアクセスの改善

②名駅通に集中する交通の分散

西渡り線
笹島線

丸田町JCT

入口

既存
入口 追加

入口

出口

既存
出口

追加
出口 栄出入口

新洲崎 JCT

リニ
ア中
央新
幹線

入口出口

名
古
屋
駅

東側区
間

椿
町
線

黄金
出入口

Ｎ

一宮JCT

東
海
北
陸

　

自
動
車
道

一宮IC

小牧IC

小牧JCT

名神
高速道路

清洲JCT 楠JCT

明道町
JCT

東片端
JCT 上社JCT

鶴舞南
JCT

高針JCT

名古屋IC

名古屋西 JCT

山王
JCT

東海JCT
知多半島道路

名古屋南JCT
飛島 IC

名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道（
名
二
環
）

１
号
楠
線

６号清須線

３
号
大
高
線

 
号
小
牧
線

 
号一宮
線

2号東山線2

1

C1

3

6

4

5

16

11

環状線
5号万場線

都心

４
号
東
海
線

伊勢湾岸自動車道

１６

１１

中央

自動

車道

東
名
高
速
道
路

■：高速5号万場線　■：名古屋第二環状自動車道

アクセスの向上の考え方

Ｎ

　名古屋高速道路は、名二環と一体となって、名古屋都市圏の道路網の骨格となる自動車専用道路であり、本市への流出入交
通の円滑な迂回分散を促すとともに、平面道路の混雑緩和、地域の交通環境の改善や安全性・快適性の向上等の役割を担って
います。しかし現在、名古屋駅周辺のランプは、栄・伏見地区を向いた出口配置であり、名古屋駅へ向かうにはUターンや迂回を
伴う利用となっています。このため、高速道路出入口の追加・改良等によるアクセスの改善等を図ります。また、高速道路ネット
ワーク全体の充実についても進めます。

四日市方面

名古屋都心方面

N
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安
全
／
安
心

　愛知県警と連携した交通
安全啓発活動に取り組んで
います。
　また、JAFなどと連携して
運転に不慣れなドライバー
への交通安全講習会（走り
方のコツ講習会）を実施し
ています。

愛知県警と連携した交通安全啓発活動 走り方のコツ講習会

交通安全啓発活動

　交通事故の原因や形態、ネットワークの完成に伴う交通流の変化などを十分に把握し、分析するとともに、
交通事故対策のこれまでの取り組みを評価して、有効な対策を計画的に実施していきます。
　カーブ区間では施設衝突事故が多く発生していることから、高速都心環状線を中心としたカーブ区間におい
てドライバーへの注意喚起を促し安全に走行していただけるよう、カラー舗装対策を実施しました。これにより、
対策箇所の交通事故は減少しました。

　車両の逆走や歩行者等の誤進入を防ぐため、「高速出口」や「大型矢印」の路面標示、「進入禁止イラスト入り
看板」の設置など視覚に訴える対策に加え、「逆走検知・警告システム」の試行運用を3箇所で行っています。
現在は有効性を検証するとともに、逆走、誤進入防止に向けた広報活動に取り組んでいます。　

交通安全対策の推進

逆走、誤進入対策の強化
カラー舗装の事例（東片端JCT北カーブ）

対策前

対策後

第２車線カラー舗装

明道町JCT 東片端JCT

丸田町JCT
新洲崎JCT

鶴舞南JCT山王JCT

6
号
清
須
線

5号万場線 都心環状線

4
号
東
海
線

3
号
大
高
線

1
号
楠
線

対策箇所

交通安全対策

施工イメージ（黄色カラー舗装） 逆走検知・警告システム（吹上東出口）

警告音スピーカー
検知カメラ

赤色
回転灯
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安
全
／
安
心

大規模修繕の確実な推進

大規模修繕工事の実施

　2015（平成27）年７月に「名古屋高速道路の大規模修繕計画」を発表し、同年9月に大規模修繕実施に伴
う料金の徴収期間の延伸に対する認可を受け、工事に着手しました。
　古い基準※で設計された主要構造物に対して計画的に大規模修繕工事を実施することにより、構造物の
大規模な更新を回避し、長寿命化を図ります。
　2015年度より大規模修繕工事を開始し、供用からの経過年数が多い路線を優先的に実施してきており、
対象工事延長の25％（2018年度末現在）が完了しています。
※【古い基準の例】
●1973（昭和48）年の基準で設計された鉄筋コンクリート床版
●1994（平成6）年より前の基準で車両大型化に対応した設計がされていない鉄筋コンクリート床版など

大規模修繕工事の概要

路線名

都心環状線
1号楠線
2号東山線
3号大高線
5号万場線

延　長 約37.9km

事業実施
予定年度

2015～2029年度
（15年間）

長寿命化

健
全
性
向
上
・
耐
久
性
向
上

大規模修繕

C1

名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道（
名
二
環
）

名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道（
名
二
環
）

3
号
大
高
線

4
号
東
海
線

2号東山線5号万場線

都心環状線

6号清須線
1
号
楠
線

11
号
小
牧
線

16
号
一
宮
線

2021年度まで
完了箇所

2018年度まで
完了箇所

2022年度以降
完了予定箇所

名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道（
名
二
環
）

名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道（
名
二
環
）

名古屋西JCT名古屋西JCT

清洲JCT清洲JCT

東
海
北
陸

　
自
動
車
道

東
海
北
陸

　
自
動
車
道

楠JCT楠JCT

一宮JCT一宮JCT
一宮IC一宮IC

小牧IC小牧IC

小牧JCT小牧JCT

上社JCT上社JCT

高針JCT高針JCT

名古屋南JCT名古屋南JCT
東海JCT東海JCT

伊勢湾岸自動車道伊勢湾岸自動車道

飛島IC飛島IC

名古屋IC名古屋IC

名神
高速道路

名神
高速道路 中央

自

動車
道

中央

自

動車
道

東名高速
道
路

東名高速
道
路

大規模修繕の対策例

　コンクリート床版内部に雨
水等が浸透したことにより、鉄
筋の腐食、コンクリートの損傷
が顕在化しています。

コンクリート床版上面

コンクリートの損傷・鉄筋腐食

　コンクリート床版が大型
車両の影響を受けて、繰り返
したわむことで、ひび割れが
発生及び進展していきます。

コンクリート床版下面

格子状（2方向）のひび割れ

床 版

高機能防水
塗膜系防水材

浸透系防水材
＋

舗 装

床版防水

床版下面から繊維シート等で補強することにより、
床版の負担が軽減するため、耐久性が向上します。

舗装の打ち換え周期を考慮し、床版上面に耐久性・
遮水性の高い防水層をリフレッシュ工事に併せて設
置することで、雨水等の浸透を長期間防ぎます。

貼付作業

舗 装
床 版

繊維シート補強

＜対策後のイメージ図＞ ＜対策後のイメージ図＞
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　お客様に安全・安心にご利用いただけるよう、道路施設を適切に維持管理するため、法令に基づいた５年に
１回の頻度を基本とした構造物の定期点検を行うとともに、構造物の点検～診断～措置～記録といったメン
テナンスサイクルを着実に実施しています。

リフレッシュ工事の状況 令和元年度リフレッシュ工事通行止め区間

　安全・安心・快適な走行環境を提供するため、点検結果など
を基に計画的に順次リフレッシュ工事を実施しています。
　短期間の通行止めにより、舗装の打ち換えや施設等の補修
工事に併せて構造物の長寿命化を図る床版修繕工事、点検作
業を集中的に行います。
　令和元年度は、高速都心環状線の明道町JCT→鶴舞南JCT
区間において、４日間の終日通行止めを２回実施して行います。

リフレッシュ工事

道路施設の維持管理

適切な点検・診断、計画的な修繕等の実施

<定期点検＞ <判定会議＞

　道路構造物や施設の状態を把握するた
め、点検（日常点検、定期点検、臨時点検
等）を実施します。

　点検結果に基づき、損傷の健全度を判
定します。
　併せて予防的な観点を取り入れ、必要な
修繕等の計画を策定します。

<伸縮装置補修工事＞<維持管理業務支援システムへの登録＞
　点検・診断・補修結果の情報を記録し、
点検や診断等に活用します。

　判定結果に基づき、適切な時期に補修
します。

点

検
診断

措

置記

録

維持管理のサイクルを
推進し、安全・安心を
提供します。
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　災害時の緊急輸送道路としての機能発揮のため、発生が懸念される南海トラフ地震をはじめとする大規模
地震を想定した実践的な防災訓練や災害対応力強化に向けた取り組みを実施することにより、災害リスクの
低減を図ります。

　震度、発災時刻、構造物損傷状況、浸水範囲など具体的な条件設定に基づき、初動対応、災害対策本部運営、
現場対応などについて、実践的な訓練を実施し、災害対応力の強化に努めています。

実践的な防災訓練の実施

　業務継続計画（BCP）で抽出した、防災拠点電源の増強や、緊急車両の通行の妨げとなる車両排除に向けた
取り組み等の対応項目について継続的に取り組んでいます。

災害対応力強化に向けた取組み

【2018年度　防災訓練の実施状況】

緊急輸送道路としての機能発揮等に向けた取組み

名古屋高速道路の耐震補強

　1995（平成７）年に発生した兵庫県南部地震を受けて、新
たに定められた基準に基づいた耐震設計による建設を実施
するとともに、既設構造物については、その基準を満たすよ
う耐震補強工事を実施し、2004（平成１６）年度末に完了し
ています。

耐震補強工事の概要
３号大高線など５路線（約３７．９ｋｍ）
①コンクリート橋脚の補強（鋼板巻き立て）
②橋桁の連続化
③橋桁の落橋防止システムの設置

②橋桁の連続化 ③橋桁の落橋防止システムの設置例

防災対策

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚

鋼
板

鋼
板

鋼
板

鋼
板

①鋼板巻き立て

橋桁

橋桁

橋脚
落橋防止装置

ジョイントプロテクター

災害対策本部運営放置車両の移動訓練
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　高速都心環状線における渋滞発生原因の約8割が交通集中による自然渋滞であり、渋滞が顕在化している
箇所を中心に原因分析と対策の検討を行い、効果的な対策に取り組んでいます。

現在渋滞が発生している箇所への取組み

渋滞対策（丸田町JCT、明道町JCT）

高速６号清須線から丸の内出口への織り込み交通によ
る速度低下と、丸の内出口渋滞による本線渋滞が発生

明道町JCT～丸の内出口

⇒合流注意看板を車線別案内標識へ変更（2015年）
⇒対策後の分析・評価、追加対策の検討（2016年、2017年）
⇒丸の内出口及び明道町JCT合流部の区画線改良・看板設置
　の対策を実施（2018年）
⇒対策後データの収集・分析・評価

高速２号東山線から高速都心環状線への織り込み交通
の増加による速度低下が発生

丸田町JCT～鶴舞南JCT

⇒区画線改良による交通の整流化を促進（2017年）
⇒対策後データの収集・分析・評価（2018年）
⇒追加対策の検討

渋滞対策

都心環状線の渋滞対策

事故車両の搬出

　交通事故処理に伴う交通規制時間の短縮を図るため、愛知県警高速隊
と連携して事故処理を行うとともに、事故車両を早期に搬出するために
レッカー車がより迅速に現場に到着できるよう努めています。

交通事故処理の迅速化

同一規制内での工事

　個々の工事ごとの交通規制を極力避け、同じ交通規制区域内で行うこと
のできる工事を集約して実施しています。また、通行止めにより短期間
で多工種の工事を集中的に行うことができるリフレッシュ工事を定期的
に行っています。

工事による交通規制回数の削減

除雪作業（2016年度実施状況）

　迅速な初動体制の確立、除雪車両の
増強や新たな雪捨て場の確保、お客様
への適切な情報提供など、対応力の向
上に取り組んでいます。

大雪による全線通行止め時間の短縮

交通規制回数・時間の縮減
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東山
トンネル

名古屋高速道路公社
交通管制室

赤とんぼ橋
●気温、路温、風向、風速
などを常時観測。

気象観測装置（22箇所）

交通管制システム・交通管理

交通管制 交通管理

①道路巡回（パトロール）

②事案処理（事故・故障車など）

③取締り・交通監視

連 携

　道路パトロールカーによる定期的な巡回や、交通事故、故障車などの緊急時に迅速な対応を行うことで、
お客様のスムーズな走行環境を確保しています。
　交通管制室は、高速道路上のすべての情報を常に迅速に収集し、交通司令の適切な判断・指示のもと、
事案対応、お客様への情報提供を24時間・365日体制で行っています。

●高速上約500m間隔に
設置。

●データ処理により渋滞な
どを自動検知。

車両感知器（529台）

●携帯電話・スマートフォンなど
から＃９９１０へダイヤルし、ガ
イダンスに従って操作してい
ただくと、直接交通管制室に
つながります。

道路緊急ダイヤル
　#9910

●交通管制室でカメラ映像をモ
ニターTVにより監視。
●回転、ズーム機能により全線
の約90%をカバー。

交通流監視カメラ（259台）

●逆走車両・誤進入者を検知
●交通管制室に自動通報

逆走検知カメラ（3台）

●高速上約500m間隔で主に非
常駐車帯に設置。

●お客様から交通管制室へ直接
連絡。

非常電話（411基）

●交通事故、故障車、落下
物などを早期発見。

●交通状況を交通管制室
へ無線で連絡。

道路パトロールカー（15台）

お客様の安全・安心・快適なドライブを24時間・365日体制でサポート
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東山トンネルの防災

道路情報板などにより、
お客様に道路交通情報
を提供しています。

情報の提供

違反車両の取締り

水噴霧ノズル

交通司令

　81.2km全線にわたってきめ細かく定期的（概ね2時間に1回）に道路パトロールを行い、交通の支障となる
落下物などの早期発見、迅速な対応を行い、お客様の安全・安心・快適なドライブを24時間・365日体制で
サポートしています。

①道路巡回（パトロール）

　交通事故、故障車などの交通トラブルが発生した場合は、交通司令の指示を受けて現場に急行し、交通規制
を実施するなど、迅速にお客様の安全を確保します。
　また、交通事故処理に伴う交通規制時間の短縮を図ることで、二次災害を防止するとともに、渋滞発生時間
を短縮します。

②事案処理（交通事故・故障車など）

　道路法や車両制限令に違反して通行する車両は大変危険であり、
特に重量超過の違反車両は道路構造物の劣化に多大な影響があ
ります。違反車両に対する取締りを強化するとともに、悪質な違反
者に対して「警告書」を交付するなどの行政処分を行います。
　また、渋滞発生時や雨天時など、交通事故を未然に防止するため、
非常駐車帯を利用した事故抑制監視を実施しています。

③取締り・交通監視

　常に最新の情報を収集し、２４時間体
制で交通状況の監視を行っています。
トンネル内で火災が発生した場合
は、交通管制室からの集中管理・制
御で迅速な初期対応を確実に行い
ます。

交通管制室

トンネル内に５ｍ間隔で
設置され、火災発生時に
おいて、交通管制室から
遠隔制御で初期消火活
動を行います。

●交通事故、故障車、落下物などの発生を監視。また、道路パト
ロールカーなどと無線交信を行い、非常時の対応を指示。
●交通管制室の機器を操作して、お客様に必要な道路交通情
報を提供。

●非常電話や道路緊急ダイヤルなどからの、緊急通報に対応。

●監視カメラの映像、渋滞・交通事故・
落下物などの道路交通情報を表示。

大型表示装置

●交通管制室の統括、管
制隊員への指示。
●警察、消防への出動要
請や他道路関係者など
との連絡・調整。

交通司令の役割

管制隊員

管制隊員の役割

西春

渋滞2km10分 20分

一宮IC 小牧IC
まで

16 16

水噴霧消火設備
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お客様サービスの向上

ETC2.0サービス

　名古屋高速お客様センター、ホームページご意見箱や名古屋高速道路モニター等から寄せられるお客様の
ご意見･ご要望を把握･分析し、お客様ニーズに基づいた改善や施策への反映に努めています。改善事例は、
公社ホームページやリーフレット等で、お客様へ情報発信しています。
　また、お客様満足度調査を毎年実施し、お客様のニーズの把握に努め、お客様満足度の向上を図っています。

お客様意見の把握・分析・施策反映

料金所サービスの向上

　ETC2.0サービスは、従来のＥＴＣ
が持つ通行料金支払い機能に加え、
路側に設置したＩＴＳスポットによりお客
様のカーナビに渋滞回避や安全運転
に役立つ情報を提供するものです。
　名古屋高速道路公社では、2018年
度から一部の路線でサービスの運用
を開始しており、2019年度に全線(30
箇所設置)で運用する予定です。
　ＥＴＣ２．０の利便性のＰＲ活動や利用
環境の整備などを行っていきます。

渋滞回避支援

＜ETC2.0サービスの提供イメージ＞

・広域（30km圏内）の道路交通情報を配信。 ・落下物などの情報を発生箇所の手前で提供。
・急カーブなどの手前で注意情報をお知らせ。

安全運転支援

落下物ITSスポット

ITSスポット（通信アンテナ）
とクルマが双方向通信

この先 左車線
走行注意

急カーブ、速度注意
落下物

お客様の声
名古屋高速お客様センター
ホームページご意見箱

「お客様の声」による改善の流れ

改善課題の抽出 改善策の実施

お客様からの
評価

改善策の
検討・作成

お客様満足度
調査結果

総合満足度の推移
（5段階評価）

5

4

3

2

1
H24 H26 H28 H29 H30年度

3.52 3.55 3.46 3.50 3.63

●改善事例

　料金所係員の接客態度等について、料金所
を巡回調査するとともに、料金所内に設置した
カメラの映像も活用し(2018年度～)、お客様
への接遇の向上を図ります。

料金収受ブース 係員によるご案内

「名古屋南JCT付近の案内
標識を変更し、他路線の分
岐点を明確化しました。」

【改善後】
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パイプ照明の採用

高機能舗装の敷設
　高機能舗装は、一般的な舗装に比べて路面
に多くの空隙があり、走行車両のタイヤと路
面の摩擦音を、舗装の中に逃がすことで騒音
を減らします。
雨天時には、路面上の雨水が舗装内に浸

透し、ハイドロプレーニング現象や路面の照り
返しを防止するため、走行時の安全性が向上
します。

一般的な舗装（密粒舗装） 高機能舗装

タイヤ溝と舗装面の間に挟まれた
空気の逃げ道がなく、空気圧縮音、
膨張音が発生する。

空隙に空気が逃げ、音が生じにくい。

遮音壁の設置
　遮音壁は、高速道路を走行す
る車両により生じる騒音の低減
を図ることを目的として、沿道に
住居のある箇所など、沿線周辺
状況に応じて設置しています。

通常遮音壁（1号楠線萩野付近）

沿道環境への対策

省エネルギーへの取組み

太陽光パネルの設置
　料金所内の電力の一部に、太陽光
エネルギーを採用しています。

道路照明のＬＥＤ化
　消費電力が少なく長寿
命のＬＥＤ照明の導入を進
めています。

　道路照明の光が名古屋城の外堀に
生息するヒメボタルへ届かないよう、
パイプ照明を採用し、生態系に影響
を与えないよう配慮しています。

大山川料金所 東山トンネル

高架裏面吸音板の設置
　高架裏面吸音板の設置により、
高速道路の下の道路を走る車両か
ら発生した音の拡散を防ぎます。
平面道路に環境施設帯や遮音壁
があり、裏面吸音板設置が有効な
場合に取り入れています。

先端改良型遮音壁（2号東山線南明町付近）

都心環状線
（明道町JCT～東片端JCTの一部区間）

高架裏面吸音板（高針JCT付近）

　先端改良型遮音壁は、遮音壁の
先端に吸音体や突起を取り付ける
ことにより、遮音壁を越えて回り込
む音を低減することができます。通
常の遮音壁の設置が困難な場所に
取り入れています。

環境対策

16



人
材
／
技
術

人材の育成と新たな技術の蓄積

　先進的な取り組みを行っている団体での経験は「新しい発
想」や「広い視野」が養われ、「技能の向上」が図られるととも
に、他団体との人的ネットワークを構築することができること
から、他団体への職員の派遣を積極的に進めています。

派遣研修

事例研究発表（仕事の質向上運動）

　社内研修の実施、派遣研修の継続や資格取得の奨励などにより、専門知識を習得し、個人のスキルアップ
とともに、大規模修繕等への新たな技術の蓄積に努めています。これらの取り組みにより、職員の自己研鑽
を奨励し人材の育成を図っています。

資格取得の奨励及び支援

社内研修の様子（技術研修）

　業務の効率化、新工法や新技術等への取り組みについて、
公社内で共有し、また、優れた取り組みを評価・表彰すること
により、職員一人ひとりの研究意欲・工夫意欲・改善意欲を高
め、公社を挙げて「仕事の質」の向上に取り組むとともに、技
術の蓄積に努めています。

　職員の自己成長に対する意欲を促進し、あわせて公社の技
術力等を向上させるための取り組みとして、資格取得のため
の勉強会の実施などの支援を行っています。
（主な資格取得者数：博士（工学）1名、技術士10名、1級建築士
2名、電気主任技術者3名、電気工事施工技術士1名、コンク
リート診断士14名、土木鋼構造診断士5名）

※2019（平成31）年4月1日現在

　ネックス・プラザを活用した小中学校の総合学習などの利用促進や、北区区民まつりとのイベントの共催、夏休み
親子見学会による交流を通じて、地域の皆様との繋がりを深めています。
　2018（平成30）年３月１日には、高速道路の維持管理や地震防災対策を幅広く学習できる施設にリニューアルしました。

広報資料センター（ネックス・プラザ）を通した地域社会との交流

高所作業車　乗車体験
（夏休みフェスティバル）

総合学習としての活用状況
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監事

公社概要
名　　　称
代　表　者
所　在　地
設　　　立
基 本 財 産
役　員　数
職　員　数
事 業 概 要

供 用 延 長
通 行 台 数
料 金 収 入

名古屋高速道路公社
理事長　新開 輝夫
名古屋市北区清水四丁目17番30号
1970（昭和45）年9月24日
3,180億3,800万円（2019年6月現在）
理事長1名、副理事長1名、理事2名、監事1名
１74名(2019年4月1日現在）
・名古屋高速道路の新設、改築、維持、修繕、災害復旧その他の管理
・国や地方公共団体等の委託に基づき、名古屋高速道路の管理と密接な関係のある道路の管理
・国や地方公共団体等の委託を受けて、道路に関する調査、測量、設計、試験及び研究
・名古屋高速道路と一体となって建設することが適当である事務所などの建設及び管理
81.2km
約34.4万台／日（2018年度実績）
約774億円（2018年度実績）

公社組織

〒453-0804 名古屋市中村区黄金通7-28-1
TEL（052）461-4400（代表）

技術
管理室 会計課総務課 広報課調査課企画課 料金課交通

管理課
企画
整備課

環境
対策課施設課工事課

交通管理部総務部 経営企画部 整備部

理事長　副理事長　理事

監査室

●ホームページアドレス http://www.nagoya-expressway.or.jp/

最新の交通情報を24時間提供!!●名古屋高速ハイウェイテレホン 052-919-3232

●Facebook

クイックさんに、まるまる
9：00～19：00［年末年始（12/29～1/3）を除く］●名古屋高速お客様センター 052-919-3200

名古屋高速 検索

名古屋高速公式
Facebookサイト
QRコード

名古屋高速公式
Twitterサイト
QRコード

名古屋高速防災情報(通行止め)
メールサービスサイト
QRコード

携帯電話
サイト
QRコード

スマートフォン
サイト
QRコード

●名古屋高速防災情報(通行止め)メールサービス

●Twitter

登録されたお客様のメールアドレスに、
通行止め情報をお送りします。
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このパンフレットは環境に配慮して作られた古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

2019.7　2500

お客様のいつも近くにいたい。
そんな思いでお客様と接し、

お客様から接して貰えたらいいなと考えて、
その思いをキャッチフレーズにしました。


